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所長挨拶 

山梨学習センター所長 平山公明 

 井上前所長の後を引き継ぎ、四月から所長を務めています平山公明と申します。三月までは山梨大学の土

木環境工学科で、上下水道や河川の水質に関わる研究を行なっていました。今後ともよろしくお願いいたしま

す。以下、「入学者の集い」で述べた挨拶に手を加え、私の挨拶とさせていただきます。 

 本日ここにおいでの皆様、ご入学おめでとうございます。皆様を本センターにお迎えできて大変嬉しく思いま

す。今、「おめでとう」と申しましたが、それに加えまして、放送大学の入学を選択された、皆様の決意をたたえ

たいと思います。周りの多くの人がする事に自分も従うというのは、あまり抵抗は無いでしょう。でも、放送大学

への入学は、多くの人がする事ではありません。他の人がやらないことに挑戦するには、何らかの心の内面へ

の働きかけ、あるいは、気持ちの整理、そんなものがおありだったのではないかと推察します。そのような心へ

の働きかけは、尊いものだと私は考えます。 

 昨年ノーベル賞を受賞したボブ・ディランがこんなことを言っています。「いい歌は回答を提供する。でも、もっ

といい歌は問いを提供する」。これは、高校と大学の違いにも通じる内容なので、私も高校へ出張授業をした時

に彼の話をしました。高校までは「学習」です。大学は「学習」に加えて「学問」の場でもあります。「学習」は、学

び習う事なので、姿勢としては受け身です。回答が与えられる、と言ってもいいでしょう。「学問」は、学び問うと

いう事です。「問う」となると、主体的な姿勢が必要になります。皆様には少しでも、学問の雰囲気を経験してほ

しい、と思っています。 

 「問い」というと、難しいと思うかもしれません。でも、こういうのも立派な問いなのですよ、という例を紹介しまし

ょう。これは、「女子中学生の小さな大発見」という、文庫本からの例です。 

(1) A さんは「眠っている時、人は歩かないのだろうか？」という疑問を持ちました。こういう常識を疑う姿勢はす

ばらしいです。それで、万歩計を身につけて眠ってみました。朝起きてみると、12歩、歩いていました。 

(2) Bさんは、「手を出して」というと、どちらの手を出すのか、疑問に思いました。40人ほどのクラスメートに手を

出してもらいました。右手を出した人は全員右利きでした。左手を出した人は左利きでした。両手を出した人の

血液型は、全員B 型でした。 

 こういう「問い」も立派な問いです。大事な事は、自分で問いを思い浮かべ、答えを導く方法を見つけ、回答を

考える事です。これが学問の入り口です。大学生の間に、こんな経験もしてほしいと願っています。 

 学びを継続する事は、時として困難も伴います。そんな中、皆様が楽しく学習並びに学問を続けられるよう応

援したいと思っています。共に励み、いつも皆様に寄り添う学習センターでありたいと思います。 

 以上で、私の挨拶といたします。本日はおめでとうございます。 
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平成２９年度第１学期入学者の集いが４月２日(日)に学習センター講義室で開催されました。今学期は、

教養学部に１８２人、大学院に２１人、合わせて２０３人が入学されました。集いでは平山新所長の挨拶

に続いて同窓会長 網倉さんより祝辞をいただきました。そして、入学生を代表して改木紘和さんが入学

の決意を述べられました。 

 

 

全科履修生 改木 紘和 

何年ぶりかの４月の雪、咲き始めた桜もさぞ驚いたことでしょう。甲斐の山々

は白く染まっていますが、里は穏やかな春の日差し、本日ここに、心暖まる「入

学者の集い」を開催していただき衷心より感謝申し上げます。 

後期高齢者の私が、入学生代表の言葉を述べるにあたり、サミエル・ウルマ

ンの青春の詩を紹介させていただきます。 

「青春とは人生のある期間を言うのでなく心の様相を言うのだ」  

 「人は信念と共に若く 疑惑と共に老ゆる 人は自信と共に若く 恐怖と共に

老ゆる 希望ある限り若く 失望と共に老ゆる」 

この青春を具現化すには、Open 開かれた、すなわち、The Open University 

of Japan を必要とすると思えたから紹介させていただきました。 

入学の動機は、人さまざまと思います。私の事例が参考になればと、話をさ

せていただきます。 

私は、このたび放送大学全科履修生３年次に編入学させて頂きました。 

半世紀以上前に朝永振一郎博士が学長をされていた大学で学びました。朝

永博士は日本で２番目にノーベル賞を受賞された方です。大学といえば、６０年

安保の時代で、国会デモや学生集会が普通の雰囲気でありました。私といえ

ば、九州の片田舎から単身上京のノンポリ学生、家庭教師のアルバイトを掛持ちする貧乏学生でした。

何とか東京オリンピックの年度に卒業しました。しかし、学業は中途半端、平たく言えば しっかり勉強

をしなかった学生生活はトラウマとなってしまいました。 

定年後、神奈川から山梨に移り住みこころも時間も余裕が生まれました。この機に、人生の宿題“も

う一度しっかり勉強をする”を片付けたいと思い始めました。過日、スポーツ ジムの片隅に置かれてい

た放送大学のパンフレットを見つけたことが、科目履修生となる契機となりました。 

放送教材は初心者でも読みやすいように編集され、講師の先生方の懇切丁寧な説明には感心しま

した。やはり、全科履修生になろう。面接授業で直接学びたい。毎日が青春だ。 

これからは、先生方のご指導の下、学友とも交流を深め学生生活を有意義に過せればと願っていま

す。 

センター所長様をはじめ関係者各位の皆様、ここに集う入学生全員は無事卒業を目指し努力してい

くことをお誓いして、入学生代表の言葉とします。 

 

「入学生代表のあいさつ」 
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みなさん、こんにちは。2017年 4 月より放送大学山梨学習センターの客員教授になりました古家貴雄と申し

ます。専門は英語科教育学で、通常は山梨大学の教育学部において英語教員を志望する学生に主に語彙習

得やリーディング等の理論や英語授業の実践方法の講義や研究を担当しています。 

 私自身、放送大学の山梨学習センターにおいては、過去に何度か面接授業を担当したことがあり、学生のみ

なさんと親しくさせてもらいました。放送大学で勉強をされているみなさんは本当に向学心があり、常々素晴ら

しいなあと感じています。今後、英語学習に関する議論を通して皆さんと関わっていければと思っています。 

 さて、英語学習は本当に日本人にとって難しいものです。なかなか上達しません。その理由の１つは、英語と

日本語の言語としての距離に起因します。言語としての性質についてこの両言語には大きな違いがあり、それ

が英語のマスターに支障を生じさせているというわけです。でも、確かに時間はかかりますが、個人の努力によ

って次第に目標に近づいて行ける面も英語は持っています。とにかく、長い目で学習を継続して、外国の方々

とコミュニケ―ションを取ることにより、自分の英語の能力が伸びたという成就感を持ってもらいたいなと思いま

す。 

 一方で、英語という言語を通して日本語の特色を、また、両文化の世界観の違いも認識してもらいたいと考え

ます。日本語と英語の文化の違いはとても不思議な世界です。 

 一例を挙げましょう。例えば、brotherという単語。brotherは兄弟という意味で、兄と弟を区別する単語は英語

には基本ありません。たまに年上の兄弟をelder brother とかいうこともありますが。sister も姉妹であって、姉

妹の区別はないのです。つまり、特にアメリカでは、家族の単位が「夫婦か子ども」なんですね。それから年齢

的に目上か目下かということがあんまり重要視されないのです。日本を含むアジアには儒教の影響があって年

齢の上下が問題になるのでしょう。 

この他にも、water という単語を考えてみても面白いです。日本語では「水」という意味ですね。でも英語では、

「水」も「お湯」も両方waterになります。よく考えてみると何℃からがお湯で、何℃からが水だとか境界線はない

わけですよね。 

このように、我々が英語を含む様々な言語を日本語との対比で学習することが楽しいわけで、その理由は、

こうした言語ごとの単語の概念を学習して、その違いを知るということで、両言語を話す人々のものの考え方の

違いも知ることができるからです。 

異文化理解だけでなく、英語を学習するもう１つの長所は、やはり我々の知能の訓練になるということもあり

ます。英語学習は一種の脳トレになるのです。面倒だなと思われることをやり、でもそれが実は脳の力を衰えさ

せないトレーニングになるという意味で価値ある取り組みだと思います。 

 いずれにせよ、英語学習には我々にとって捨てがたい面がたくさんあります。今後、皆さんの前で、それらを

一つ一つ披露していければと思います。一緒に英語という高い山を少しずつ克服して行きましょう。そのお手伝

いができれば嬉しく思います。 
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 みなさま、こんにちは。平成29 年 4 月より放送大学山梨学習センターの客員教員になりました武藤慎一と申

します。普段は、山梨大学工学部土木環境工学科に所属し、計画系と呼ばれる分野にて、教育、研究に従事し

ております。土木環境工学における計画系とは、都市計画や交通計画、地域計画など、公共分野の計画立案

等を担当する分野です。その中で私は、立案した計画を実施した場合や、道路など都市基盤施設の整備、ある

いは土地利用規制や環境改善政策等の公共政策を実施した場合の経済効果および経済的影響を計測する

新任の先生方のご挨拶 
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研究を行っています。 

 最近は、地方都市の活性化が、計画系分野でも大きな問題となっています。山梨県も人口が83 万人を下回

り、これからも大きな人口増加は見込めない状況です。そのような中、山梨の各都市の活性化をどのように進

めていけばよいのか？ みなさまのお住まいの地域をどのように盛り上げていけばよいのか？ こうした問題

が私の最近の研究的関心です。私が放送大学で行わせていただく公開講座や、次年度以降に開催が予定さ

れている面接授業などで、このようなテーマについてお話ができればと考えています。しかし、その場で明確な

解答を示すことはできないかもしれません。地域活性化の問題は地域の関心も高く、これまでも様々な取り組

みがなされてきましたが、必ずしもうまくいっていないのが現状だからです。しかし、みなさまと一緒に議論させ

ていただく中で、私自身も勉強させていただき、相互に理解を深めていくことができればと考えています。 

 地域活性化問題を考えるにあたり、まず経済の仕組みを理解しておくことが重要です。私の研究では、そうし

た経済の仕組みを「モデル化」します。応用一般均衡（CGE）モデルや、応用都市経済（CUE）モデルと呼ばれる

ものがそれです。こうしたモデルを準備しておくと、経済への何らかのインパクトがあったときに、その影響を客

観視してみることができるからです。経済は、簡単に言えば物の生産とその消費からなります。それらをモデル

で表現し、地域活性化政策を実施した場合の影響を分析するのです。もちろん、「地域活性化のためにこういう

ことを実現させたい」という強い思いは大事です。それと同時に、それを冷静に分析する頭脳も必要なのです。

“Warm heart and cool head”です。 

 例えば、中心市街地の活性化を考えてみます。住民のみなさまに「中心市街地で買い物をしましょう！ 食事

をしましょう！」と呼びかけることも大事でしょう。しかし、そもそも人々が買い物や食事をゆっくりと楽しむ余裕、

時間がないということが問題なのかもしれません。地域活性化の前に、人々が労働し、所得を得るという経済

基盤の安定化が実は大事だったりするわけです。人口が減少しているのも、雇用の場が縮小していることに一

因があるとされています。そのため、中心市街地の活性化を考えるにも、まず住んでいる人々の経済基盤を安

定させ、次に買い物や食事、娯楽などのサービスを受けるための移動がスムーズになされるか、そしてそのと

きのサービスを受ける先として中心市街地を選んでもらうにはどうすれば良いのか、といったように段階を踏ん

で活性化問題を検討することが重要です。このような中心市街地活性化案を考えるための道筋をお示しし、そ

の中でみなさまと一緒にご議論し、一つ一つ解決案を見出せればと思います。公開講座、面接授業でみなさま

とお会いできますことを楽しみにしております。今後とも、よろしくお願いいたします。 
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【実施期間】 

 

 

 

【通信指導添削結果】 

通信指導の添削結果は、６月末頃返送されます。択一式科目：７月７日（金）、記述式科目：７月１９

日（水）までに届かない場合は、放送大学本部｛ＴＥＬ０４３－２７６－５１１１（総合受付）｝に連絡して

ください。 

なお、「単位認定試験通知（受験票）」と「通信指導添削結果」は別便で送付されますので、「通信指

導添削結果」よりも先に「受験票」が届く場合もあります。 

   

【単位認定試験通知（受験票）について】 

● 試験日の約１週間前までに｢単位認定試験通知（受験票）」が送付されます。 

● その学期に受験することのできる授業科目名、試験日時、試験会場等が記載されています。 

単位認定試験の解答形式は、択一式、記述式、両者併用式があり、受験票送付時に｢単位認定試

験時間割」を同封し、お知らせします。 

● 「単位認定試験受験に際しての注意事項」には、試験の際に印刷教材等の持込が認められる科

目等についても記載してありますので必ずご一読ください。 
 

【持参する物】               

１． 単位認定試験通知（受験票） 

「単位認定試験通知」が７月１３日（木）になっても届かない場合、あるいは紛失した場合は放送大

学本部｛ＴＥＬ０４３－２７６－５１１１（総合受付）｝に連絡してください。 

 

２． 学生証 

顔写真が未登録の方は、出願票に添付された「写真票」または 

「学生生活の栞」巻末様式の写真票に所要事項をご記入の上、 

お早めに本部学生課に提出していただくか、システムＷＡＫABA 

の｢学生カルテ｣から直接顔写真の登録をお願いいたします。 

有効期限切れ学生証更新の場合は、古い学生証と交換で交付されます。 

全科履修生の有効期限は２年です。学生証を紛失した場合は、再発行を受けてください。（手数料

５００円がかかります。）なお、試験当日は混み合いますので、試験期間前に手続きを済ませてくだ

さい。 

 

３． 筆記用具 

ＨＢの黒鉛筆。（シャープペンシルは使用できません）  

消しゴム 

 

４． 持込みが認められる印刷教材等 

学習センター掲示板とキャンパスネットワーク・ホームページにて、試験の約１カ月前に公表され

ます。 また、受験票送付の際にもお知らせします。 
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      単位認定試験  ：  平成２９年９月２９日(金) ・ ９月３０日(土) 

受験日は、出願時または科目登録時に選択していただいた日です。 

受験日の変更はできません。 

単位認定試験が未受験または不合格の場合、通信指導合格者に限り、再試験を実施します。 

再試験は、１月１９日（金）の予定です。日程は１１月上旬の成績表送付時にお知らせします。 

 

 

【試験時間】 

●試験時間は５０分です。                        

●試験室には、試験開始の１０分前までに入室してください。 

●遅刻は試験開始後２０分まで入室を認めます。 

●試験開始から３０分経過後、退出可能となります。 

 

【注意事項】 

●時限・科目ごとに座席を指定しています。 

各受験室に科目ごとの座席が表示してありますので、 

それに従って着席してください。 
●再試験科目と、新規登録科目の受験日時が重なった場合 

には、どちらか1 科目を選択してください。その場合、選択した科目を前もって届け出る必要はありま

せん。 

●昼食時や試験の合間は多目的室、１階及び２階の学生交流スペースをご利用ください。 

●不測の事態が生じた場合は、学習センターに必ずご連絡ください。 

   

※７月２８日（金） および ８月１日（火）は単位認定試験に伴う閉所日です。 

 

【成  績】 

成績の評価は、成績の優れている順に○Ａ（１００～９０点）、A（８９～８０点)、B（７９～７０点）、 

C（６９～６０点）、D（５９～５０点）、E(４９～０点)の６区分で行い、C 以上が合格です。 

試験結果は、８月下旬に「成績通知書」によって通知されます。 

 

 

【試験問題、解答の公表】 

試験問題の持ち帰りや、学習センターにおいての問題、解答のコピーはできません。そのため試験

問題と解答(一部を除く)がキャンパス・ネットワーク・ホームページで公表されています。なお学習センタ

ー備え付けのパソコンから、データをUSBメモリ等にコピーすることや、閲覧用の試験問題をデジカメで

撮影することはできます。第１学期の問題は８月上旬、解答は８月下旬に公表予定です。閲覧期間は約

１年間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

      

 

 

 

 

 

 

試 験 時 間 割 

１時限 ９：１５～１０：０５ 

２時限 １０：２５～１１：１５ 

３時限 １１：３５～１２：２５ 

昼休み５０分 

４時限 １３：１５～１４：０５ 

５時限 １４：２５～１５：１５ 

６時限 １５：３５～１６：２５ 

７時限 １６：４５～１７：３５ 

８時限 １７：５５～１８：４５ 



 

８ 

 

【卒業見込みの方へ】 

 

        ●平成２９年度第１学期末で卒業見込みの方は、卒業判定の結果に備えて申請することができます。 

         科目登録申請した科目は、卒業とならなかった場合のみ登録決定され、卒業となった場合には無効 

          (卒業を優先し、科目登録は取り消し)となります。 

※ 授業料の納付については、卒業とならなかった場合のみに払込票が送付されます。 

●次学期に継続入学して再試験だけを受けたい場合は、「継続入学者用出願票」で、「今回は再試験の 

ためだけの出願である」に○印をしてください（科目登録は空欄でＯＫです）。 

    ●卒業が決定した方で、引き続き学習を行う場合には、再入学の手続きを別途してください。 

  

 

 

 

次学期に履修する科目の登録をしてください。 

継続入学･科目登録申請のため、対象者には大学本部より各要項が届きます。出願および申請の際に

は、各要項および「学生生活の栞」を必ず参照の上、間違いのないよう手続きをしてください。 

 

  
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
平成２９年度第２学期の学生募集に伴い         ★ ˺ ὕ ★ɹ 
ご紹介キャンペーンを実施しています。 

みなさまのご家族、ご友人、お知り合いで  

放送大学への入学をお勧めしたい方がいらっしゃいましたら、ご紹介ください。 

※ご紹介いただいた方が入学された場合には、図書券をプレゼントさせていただきます。 

 

 

 

ἶ ρ  

【次学期に学籍のある方】 ７月中旬に『科目登録申請要項』が、本部より送られてきます。 

 

申 請 の 種 類 申  請  期  間 

科目登録申請要項(郵便)による申請（面接授業含む） 平成２９年８月１５日(火)～８月３０日(水)〈私書箱必着〉 

システムWAKABAによる申請（面接授業含む） 平成２９年８月１５日(火)～８月３１日(木)〈２４：００まで〉 

 

【今学期(平成２９年度第１学期)で学籍が切れる方】 

※ 「継続入学用関連書類」が本部より送られてきます。 

※ 学習センターにある学生募集要項でも申請できます。 

※ システムWAKABAのメニュー欄「継続入学申請」からも、継続出願ができます。 

※ 集団入学者または自主退学者には「継続入学用関連書類」は送付されませんのでご注意ください。 

 

出願期間（第１回） 平成２９年６月１５日(木)～８月３１日(木)  

出願期間（第２回） 平成２９年９月１日(金)～９月２０日(水) 〈郵送：私書箱必着、Web：24:00まで〉 

 



 

９ 

 

 

              ◆ 貸出停止について ◆                

単位認定試験に伴い下記期間の放送教材の貸出を停止します。 

視聴学習室での視聴は可能です。          大学院 ： ７月１４日(金)～７月２３日(日) 

学  部 ： ７月１６日(日)～８月１日(火) 

 

 

 

 

 

 

               ◆ 学 生 募 集 ◆               

平成２９年度第２学期・教養学部生＆大学院（修士科目生、修士選科生）と平成３０年度修士全科生、 

博士全科生を募集しています。資料請求（無料）は学習センターまでお問い合わせください。 

【教養学部：全科履修生・選科履修生・科目履修生】＆ 【大学院：修士選科生・修士科目生】 

出願期間 【郵送】 第１回募集：平成２９年６月１５日(木) ～ ８月３１日(木)  

第２回募集：平成２９年９月１日（金）～９月２０日（水）［私書箱必着］  

【Web】 第１回募集：平成２９年６月１５日(木) ～ ８月３１日(木)  

                第２回募集：平成２９年９月１日（金）～９月２０日（水）［２４時締切］ 

【大学院：修士全科生】 

出願期間 【郵送】 平成 ２９年８月１５日(火) ～ ８月３１日(木) ［私書箱必着］ 

       【Web】 平成 ２９年８月１５日(火) ～ ８月３１日(木) ［２４時締切］ 

【大学院：博士全科生】 

出願期間 【郵送】 平成 ２９年８月１５日(火) ～ ８月３１日(木) ［私書箱必着］ 

※ 郵送の出願のみ  

 ◆「学生生活の栞２０１７年度」科目登録申請期間の訂正について◆             
  下記の通り、記載に誤りがございました。お詫びして訂正いたします。  

 

「学生生活の栞２０１７年度」（教養学部）５７ページ  

「学生生活の栞２０１７年度」（大学院文化科学研究科）１６、５２ページ   

 

○システムWAKABAによる申請期間  

＜変更後＞  

・２０１７年度第２学期分  

２０１７年８月１５日 ９時 ～ ２０１７年８月３１日 ２４時  

・２０１８年度第１学期分  

２０１８年２月１３日 ９時 ～ ２０１８年２月 末日 ２４時 

 

※ 詳細は科目登録申請要項でご確認ください。  
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平成 29 年度放送大学山梨学習センター公開講座日程 
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   ɵ ὖ ᴣ  ᴣ   ᶫ   

ἶ ɵᶫ Ὑǲ ǜȓǭǋȅǠǵǮƲǛѫ ǖǧǜǋ  

書        名 出 版 社 

世界の多様性 ：家族構造と近代性 藤原書店 

家族システムの起源１ 上 藤原書店 

家族システムの起源１ 下 藤原書店 

移民の運命 藤原書店 

憎むのでもなく、許すのでもなく 吉田書店 

心のレジリエンス 吉田書店 

妖精のささやき 彩流社 

地域社会圏主義 LIXIL出版 

ぜんぶわかる脳の事典―部位別・機能別にわかりやすくビジュアル解説 成美堂出版 

身体運動の機能解剖 医道の日本社 

驚異のエピジェネティクス 羊土社 

登山の運動生理学とトレーニング学 東京新聞出版局 

運動・からだ図解 脳・神経のしくみ マイナビ出版 

運動による脳の制御―認知症予防のための運動 杏林書院 

オールガイド食品成分表 2017 実教出版 

やまなしのおかず 郷土の食材と料理 開港舎 

おいしさの科学事典 普及版 朝倉書店 

マギーキッチンサイエンス 共立出版 

だしの秘密 みえてきた日本人の嗜好の原点 建帛社 

一般気象学 第 2 版補訂版 東京大学出版会 

新 百万人の天気教室 成山堂書店 

もっと知りたいPM2.5の科学 日刊工業新聞社 

越境大気汚染の物理と化学 成山堂書店 

オンライン機械学習 講談社 

機械学習のための確率と統計 講談社 

サポートベクトルマシン 講談社 

統計的学習理論 講談社 

ノンパラメトリックベイズ 講談社 

変分ベイズ学習 講談社 

スパース性に基づく機械学習 講談社 

岩波データサイエンス Vol.1 岩波書店 

岩波データサイエンス Vol.2 岩波書店 

岩波データサイエンス Vol.3 岩波書店 

岩波データサイエンス Vol.4 岩波書店 
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◆臨時閉所日のお知らせ◆ 

９月２日（土）は山梨大学 

甲府西キャンパス電気設備 
点検に伴う停電のため、 

閉所となります。
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山梨学習センター 

TEL.055-251-2238 

FAX.055-251-2193 

http://www.sc.ouj.ac.jp/center/yamanashi/ 

E-mail:yamanashi-sc@ouj.ac.jp 
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